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	10月21日、自治労の総務省公務員部長交渉の結果です。（前号のつづき）


　
【部長回答】　住居手当も、地方公務員法の趣旨を踏まえた対応をお願いしたい。技能労務職員等の給与は、一般行政職と異なり、人事委員会勧告の対象とはならず、労使交渉を経て労働協約を締結することができる。一方、法律上も、職務の性格や内容を踏まえつつ、同一又は類似の職種に従事する民間従業者との均衡に配慮することが求められる。この点に関し、技能労務職員等の給与については、同種の民間事業の従業者に比べ高額となっているのではないかとの批判・指摘もあったところである。地方公共団体においては、この
	
	
	考え方に立ち給与に関する情報の開示を進めていただきながら、住民の理解と納得が得られるような適正な給与とすることが重要であると考える。　　　　　　　（次号へつづく）










　　【 労福協北見地区協議会主催 】


　　　　（北見市東三輪５丁目１－１６）

◆ 説　明　　各事業団体の制度（労働金庫・全労済・住宅生協・医療生協）
◆ 講　演　　・テーマ　　人生の「折り返し点」をどう迎えるか
　　　　　　　　　　　　　　　定年退職は人生の大きな節目／退職後の「居場所」と自由時間／経済

　　　　　　　　　　　　　　　プラン作成の盲点／シニア時代の健康づくり／家族関係の見直し

◆ 講　演　　・講　師　　北海道労働者福祉協会主任講師





























































































































































10月24日の21世紀の森キャンプ場のベンチと柵の塗装作業は、「地域に貢献できる活動」として取り組みましたが、第二弾は「町政に貢献できる活動」です。





◆◆◆◆◆◆◆「町長と職員組合の懇談会」を開催◆◆◆◆◆◆◆◆





第１回　１１月　９日（火）１７:３０～１９:００　集会室


　　　　　　　　　　　　　 ◎ 参加対象　４０歳以上の組合員





第２回　１１月１０日（水）１７:３０～１９:００　集会室


　　　　　　　　　　　　　 ◎ 参加対象　４０歳未満の組合員





【懇談のポイント】①１期４年間の町政を振り返って（成果と課題）


【懇談のポイント】②２期目に向けた考え


◆近日中に出欠の確認をさせていただきます。


◆その際に懇談会に向けて組合員の率直な声を集約するため「アンケート」を取り組みます。



































ろうきん王子の澤田さんからお知らせです！！














ちょっと


早めに








① 団塊の世代の方　1946（昭21）年～1950（昭25）年生まれ


② 既に退職されていて、希望する方 　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　③ 団塊の世代以外で４０歳以上の方　





【自治労】 地域主権推進の観点に立てば、国からの関与は今まで以上に抑制的であるべきで、国からの厳しい指導はあってはならない。その上で、住居手当等の取り扱いについても、当該自治体における労使交渉の結果を尊重すること。企業職員と技能労務職員の給与については、労使交渉と労働協約によって決定する権利を尊重することを求める。





【 2010秋季闘争の日程 】　道本部統一日程





１０／２５（月）統一要求書提出・組合旗掲揚


　　　２７（水）支会長会議　


１１／　１（月）回答指定日　


１（月）合同執行委員会（現評･青婦部）


４（木）～　事務交渉


　　　　　　以降、副町長・町長交渉


　　　　※交渉日組合全体で腕章着用


５（金）現評幹事会


　　　　８（月）執行委員会


８（月）～１２（金）支会別討論会


　　　　９（火）町長と職員組合の懇談会①


１０（金）町長と職員組合の懇談会②


１６（火）執行委員会


　　　１７（水）職場集会


１７（水）～１８（木）超勤拒否


　　　１８（木）道本部統一１時間スト


１８（木）スト当日の出張・諸会議拒否　

















津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


